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論 文 内 容 の 要 旨
　太宰治とキリスト教の関係は従来、律法説と福音説のいずれの立場をとるかを中心的な論点とした論考が
多く提出されている。太宰文芸との関係においても「素材として」「聖書」を用いたとする立場から、文芸
の主題に深く影響を及ぼしていると見る立場まで、さまざまに論じられてきている。
　本論文は、「聖書」やキリスト教に対する太宰の理解の深さを踏まえつつ、あらためて太宰の資質とその
時代を整理し、その「聖書」やキリスト教への深い理解が実際に作品世界にはどのように投影され、形象化
されているのかについて、個別の作品を綿密に解釈することによって明らかにし、太宰のキリスト教受容の
あり方をより鮮明にしていくことをテーマに論じたものである。
　論の構成としては、特に太宰のキリスト教理解の独自性を究明することを目的に、太宰が一貫して多くの
作品に引用した塚本虎二が発行する月刊誌「聖書知識」に着目して、その影響関係を比較分析することを中
心にその初期作品から戦後の「如是我聞」までを作品論を中心に論じている。
　論の展開は、第一部「聖書やキリスト教との邂逅」において、「聖書」と、「聖書知識」との出会いにつ
いて考察し、特に『HUMAN  LOST』を取り上げて、初期のキリスト教との関係のありようを「聖書知識」
の影響関係において考察している。第二部「「神は在る」意識における明るさと謙り」においては、『葉桜と
魔笛』『駆込み訴へ』『走れメロス』の三作品を取り上げ、「聖書知識」の「信仰があれば心の平安が得られる」
といった塚本虎二の考えが、いわゆる「中期の明るさ」を迎える太宰とその作品にどのように影響を与えて
いるかを論じている。第三部「戦時下におけるキリスト教への仰望」では、太平洋戦争開始のその朝書き上
げた『新郎』、『正義と微笑』、『右大臣実朝』の三作品を取り上げ、戦時下の作家的行き詰まり状況にあって、
太宰が聖書を拠りどころにして生き抜こうとした姿勢と文芸の方向性を「聖書知識」の影響を中心に考察し
ている。第四部「戦後におけるキリスト教の（救い）への希求においては、戦後すぐに発表した『パンドラ
の匣』から『ヴィヨンの妻』『如是我聞』を取り上げ、戦後太宰が拠りどころとした「聖書」のことばも多
くが「聖書知識」の影響によるものであることを検証し、その立場で論じまとめている。
　以上の作品論を中心にした研究において、太宰文芸における「聖書知識」の影響を以下の三点においてま
とめている。
　その第一として、太宰が「聖書知識」に影響を受け、作品に引用した時期については、まず『難解』（昭
和10年10月『もの思ふ葦』（その一））から「聖書知識」の引用が見られるということ、そして、前期の『HUMAN 
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LOST』や中期の『葉桜と魔笛』『走れメロス』においても影響があるということを明らかにしている。
　第二に、「聖書知識」の引用範囲に関して、実際は昭和10年に始めて鰭崎潤によって「聖書知識」を紹介
されているが、太宰は鰭崎にバックナンバーを多く借りて読んでおり、その影響は昭和５年１月の創刊号か
ら見ることができることを明らかにしている。
　第三に、「聖書知識」の影響の内容に関して、従来「聖書知識」と太宰作品における言葉の重なりを抽出
する形での比較考察が多く成されてきたが、言葉だけでなく、太宰が、「聖書知識」のエッセンスの部分に
通じることによってキリスト教を理解し、思想的にもキリスト教観においても影響を受け、そのエッセンス
の部分を作者の想像力と変容の力によって文学的に膨らませ、作品に取り入れているというありようを指摘
している。
　そしてそのような考察を通して、太宰は、自ら懸命に「聖書」を読み、かつ「聖書知識」から強い影響を
受けることによって、一貫してキリスト教への真摯な問いかけと仰望を抱き、独自のキリスト教観をもって
作品に浮かび上がらせてきた作家であると結論づけている。すなわち、熱心に芸術の方法を模索し、作家
として立っていこうとした前期においては、「聖書」やキリスト教は内なる屈辱感や葛藤を打開するために、
太宰にとって唯一すがるべきものとして存在し、中期においては、信じること一つによって強められるのだ
と受けとめることによって、安らぎと謙りを得、明るさをもたらし、戦後、デカダンスに陥った状況におい
ては、炉辺のマリアを思い描くことで癒しを求め、現実の人間関係においては行うことの苦しい隣人愛を神
に鋭く問うことによって、切実かつ真摯なキリスト教への希求を表したのであるとまとめている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、太宰治文芸におけるキリスト教受容の問題を、特に「聖書知識」の影響を中心に研究したもの
で、「聖書知識」の全体を丹念に読んで、今まで指摘されてきた影響関係よりもさらに踏み込んで具体的な
比較検討し、その「聖書知識」の引用の箇所、あるいは引用の仕方などから、太宰がキリスト教に対して単
に律法的な立場ではなく、「キリスト教への真摯な問いかけと仰望」を見ようとしたものであり、従来の太
宰治文芸とキリスト教の関係を考察した研究では具体的な実証が十分になされてこなかった面に新たな切り
口を提示した研究である。
　論は、まず序章で、従来の太宰におけるキリスト教とのかかわり方の研究は、律法説、福音説、あるいは
素材としてのみ用いたとする説のいずれかにおいてとらえてきたが、太宰が真剣かつ熱心に「聖書」を読ん
だこと、キリスト教理解は相当深いものであったことを考えるなら、太宰文芸におけるキリスト教の影響は
肯定的視点に立って、その文芸世界にどのように投影され、形象化されていったかを究明しなければならな
いとしている。そしてそのキリスト教受容の独自性が「聖書知識」の引用の仕方、理解の示し方において明
らかにすることができるとして、その方向に立った本論文の研究の意義を示している。
　第一部「聖書やキリスト教との邂逅」では「聖書」と「聖書知識」との出会いについて考察し、太宰が「聖
書」を読むようになったのは昭和９年末から親交を持つようになった山岸外史の紹介によるものであり、「聖
書知識」は鰭﨑潤が昭和10年８月に持参して訪問して以来だということを確認し、具体的には昭和12年の
『HUMAN  LOST』を取り上げて考察している。結論としては「聖書知識」のエッセンスが有効に働いて太
宰の再生への意志が示された作品となっているとまとめている。
　第二部「｢神は在る ｣意識における明るさと謙り」では、太宰の中期の明るさへの変貌は「神は、在る」
ということの発見によるものであり、その「神は、在る」ことを真に信じたときに神が明確に見えてくると
いう境地を現した作品として『葉桜と魔笛』『駆込み訴へ』『走れメロス』を取り上げて論じている。
　『葉桜と魔笛』では「私」の回想を通して家族の団欒をもたらし、他者への善意を引き出す奇跡をもたら
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す神の存在を描き、『駆込み訴へ』ではユダを通して、「神は在る」ことを真に信じた時に神は明確に見えて
くるということをユダのイエスへの愛の中に見、『走れメロス』では、これまで指摘されたことの無かった
メロス像は「聖書知識」に掲載された「イエス伝研究　ヘロデとイエス」におけるヘロデと対峙するイエス
像からの影響によっていることを指摘し、「大きな力」によって走り抜くメロス像を通して神の存在を描い
ているとしている。
　第三部「戦時下に於けるキリスト教への仰望」では、太宰が昭和16年頃から熱心に「聖書」を読んでいる
ことと、また「聖書知識」の定期購読も開始した時期であり、もっとも「聖書」と「聖書知識」の影響が強
い時期であることを確認し、そのことを昭和17年の『新郎』『正義と微笑』18年の『右大臣実朝』を取り上
げて論じている。
　『新郎』は太平洋戦争突入の日に書き上げた作品で、作家太宰の危機意識が作品に緊張感をもたらし、そ
の中で「聖書知識」の理解に基づいた再臨するキリストへの仰望を語った作品であると論じている。『正義
と微笑』『右大臣実朝』も太平洋戦争さなかの昭和17年、18年の作品であり、聖書世界への仰望、実朝に重
ねて描いたキリスト像への仰望をテーマにしていると論じている。
　第四部「戦後におけるキリスト教の〈救い〉への希求」では、戦後深いデカダンスに陥った太宰が、それ
でも最後まで「聖書」を読み、パウロの情熱を求め続けた、その戦いと救いへの希求において、「聖書」と「聖
書知識」がどのように関わっていたかを『パンドラの匣』『ヴィヨンの妻』『如是我聞』を通して論じている。
　戦後すぐ発表した『パンドラの匣』では、主人公ひばりが「かるみ」にすべてゆだねながら新しい生き方
を獲得していく生き方に「クリスチャンが救われ聖化にいたる仕組みと類似している」という見方をし、最
後に「伸びて行く方向に陽が当たる」と描いている個所に神の救いへの仰望を読み取っている。『ヴィヨン
の妻』でも、最後の場面のコップにあたる「陽の光」に「神の光」を見ている。『如是我聞』は今回取り上
げた作品では唯一の随筆作品であるが、それゆえにより作者の「聖書」へのスタンスが見られるというとら
え方において、特に志賀直哉に対する隣人愛のありようをめぐって、隣人として愛することができない痛み
を通して神への畏れを読み取ることができるとしている。
　以上の作品研究を通して太宰が「聖書」とキリスト教に対して常に真摯に、問いかけ受容しようとしていっ
た姿勢と、作品における影響を見ることができることを論じ、かつその独自性として、「聖書」とほぼ前後
して出会った「聖書知識」に深く問いかける中で人生の支柱となる聖句と聖句への解釈を学び取り、文芸世
界の特色としていることを論じている。その中で「聖書知識」が常によりどころとなり、太宰文芸全体にわ
たって引用と影響がみられるとまとめている点は、これまでの太宰治とキリスト教の関係の研究、「聖書知
識」の影響を論じた研究を越えて新しい太宰文芸研究を提示しえている。その努力と成果は大いに評価でき
る。ただし、太宰文芸における「聖書」の関係を指摘することに力点を置きすぎたばかりに、作品の文芸史
的意義への目配りと考察が不足し、観念的評価に陥ってしまったケース、「聖書知識」との関連性を仮説の
上に展開して、十分な検証ができていなかった面等、今後さらに綿密な考察を必要とする面も多く見受けら
れ口頭試問でも指摘した。しかし、400字原稿用紙700枚を超える分量の論を重ね、「聖書知識」の全体と太
宰文芸を綿密の比較考察した研究は重厚で説得力もありその成果は十分に評価に値する。
　2009年８月28日に主査副査の３名で、口頭試問を行ったが、洪氏の論文が博士学位（文学）を授与するに
値するものと評価したので、ここに報告する。
